
若
き
日
の
富
士
川
瀞
が
医
史
へ
傾
斜
し
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
郷
里
を
同
じ
く
す
る
先
人
、
吉
田
憲
徳
（
天
保
八
年
残
）
の
国
史
医
言
抄
を

読
皐
、
開
眼
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
、
紀
州
よ
り
安
芸
藩
に
移
封
さ
れ
た
浅
野
長
晟
に
召
抱
え
ら
れ

た
碩
儒
・
黒
川
道
祐
が
芸
陽
国
郡
志
を
記
述
し
、
そ
の
記
述
内
容
が
不
備
、
粗
雑
で
は
あ
っ
て
も
医
史
と
し
て
の
体
裁
を
保
ち
、
そ
の
学
問
的

す
す
ぐ

な
歴
史
的
基
盤
は
潜
在
し
て
い
た
し
、
そ
の
よ
う
な
文
化
的
風
土
の
中
か
ら
、
溝
の
父
、
雪
の
薫
陶
、
師
友
の
感
化
、
本
人
の
努
力
に
よ
り
、

『
廣
島
縣
書
人
傳
』
刊
行
に
ち
な
ん
で

平
成
元
年
十
二
月
に
私
は
『
廣
島
縣
瞥
人
傳
』
の
第
二
集
を
刊
行
し
た
。
前
回
の
昭
和
五
十
九
年
に
第
一
集
を
発
行
し
た
も
の
を
加
え
、
今

回
そ
の
一
、
二
集
を
合
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
元
年
は
ち
ょ
う
ど
、
富
士
川
勝
先
生
の
五
十
年
忌
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
る
し
、
広
島
県
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
広
島
県
医

学
会
の
前
身
で
あ
る
芸
備
医
学
会
第
三
代
会
長
呉
建
先
生
の
五
十
年
忌
に
も
当
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
芸
備
医
学
会
の
初
代
会
長
は
本
会
初
代
理
事
長
で
も
あ
っ
た
呉
秀
三
、
第
二
代
は
永
井
潜
で
あ
る
。
そ
の
両
先
哲
の
霊
前
に
拙
著
を

供
え
る
こ
と
は
私
達
後
進
の
者
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
そ
の
学
恩
に
報
ゆ
る
義
務
感
で
も
あ
り
、
感
謝
の
心
情
で
も
あ

っ
た
。

医
史
学
と
私

ｌ
地
域
に
お
け
る
先
哲
顕
彰
事
業
と
の
か
か
わ
り
に
ふ
れ
つ
つ
‐

江 日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
四
号

平
成
二
年
十
月
三
十
日
発
行

川

義
雄
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学
生
時
代
の
回
顧
か
ら
す
る
と
、
旧
制
高
校
が
高
知
高
校
の
文
科
乙
類
と
い
う
こ
と
で
、
知
的
関
心
は
人
文
科
学
的
に
偏
向
し
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
を
習
っ
た
り
、
参
禅
に
加
わ
っ
た
り
し
た
が
歴
史
に
関
し
て
は
特
別
に
研
究
会
に
出
席
す
る
と
か
勉
強
は
し
な
か
っ
た
。

岡
山
医
大
に
進
ん
で
、
は
じ
め
て
医
学
史
に
開
眼
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
岡
大
に
は
医
学
史
と
し
て
独
立
し
た
講
座
は
な
か
っ
た
。
富
士
川
勝
の
友
人
・
京
大
教
授
藤
波
鑑
の
弟
子
で
あ
っ
た
病
理
学
担
当
の

田
部
浩
先
生
は
、
医
学
哲
学
に
熱
心
で
あ
り
、
と
く
に
吉
益
東
洞
と
そ
の
病
理
論
と
す
る
万
病
一
毒
説
の
講
義
は
極
め
て
感
動
的
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
親
し
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
専
門
の
病
理
学
に
つ
い
て
は
、
日
本
住
血
吸
虫
症
の
講
義
が
微
か
に
記
憶
に
止
ま
っ
て
い
る
程
度
で
あ

る
。
青
年
期
に
受
け
た
感
動
は
そ
の
人
の
人
生
に
決
定
的
に
な
っ
た
。
私
が
大
学
卒
業
後
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
医
学
史
の
一
端
に
ふ
れ
た

若
き
日
の
感
動
が
現
実
と
し
て
甦
っ
た
こ
と
は
、
自
分
自
身
と
し
て
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
新
た
な
感
激
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
は
昭
和
四
十
八
年
に
、
吉
益
東
洞
喪
後
二
百
年
を
記
念
し
て
、
そ
の
顕
彰
事
業
を
広
島
県
医
師
会
で
実
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
私
は
そ
の
担
当
常
任
理
事
と
し
て
、
衝
に
あ
た
っ
た
。

秀
れ
た
医
人
を
全
国
的
立
場
か
ら
、
学
問
的
観
点
で
、
医
家
人
名
辞
典
を
編
纂
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
私
達
が
未
だ
知
ら
な
い
医

聖
・
医
哲
・
医
傑
が
発
掘
、
紹
介
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

幸
な
こ
と
に
当
地
方
に
つ
い
て
は
、
医
人
伝
刊
行
作
業
の
サ
ン
プ
ル
は
す
で
に
富
士
川
勝
、
呉
秀
三
以
来
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
現
存
す
る

行
計
画
を
た
て
た
。

独
自
の
世
界
を
開
拓
し
、
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
集
成
は
日
本
医
史
会
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
代
表
す
る
人
物
と
な
っ
た
。

そ
の
膨
大
な
る
当
地
方
に
関
す
る
著
述
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
き
わ
め
て
多
く
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
・
事
項
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
追
補
を
要
し
な
い
ほ
ど
の
完
壁
ぶ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
勝
裂
後
の
記
録
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
が
私
達
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
り
宿
題
で
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
著
述
の
内
容
は
不
備
・
未
完
成
で
は
あ
る
が
、
小
著
に
甘
ん
じ
、
少
量
づ
つ
で
も
刊

の
で
有
難
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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一
度
起
っ
た
こ
と
は
二
度
、
三
度
と
い
わ
れ
る
が
、
吉
益
東
洞
顕
彰
事
業
を
契
機
に
、
昭
和
五
十
年
に
広
島
県
安
佐
地
区
医
師
会
、
広
島
大

学
医
学
部
、
広
島
県
医
師
会
が
主
催
と
な
り
富
士
川
勝
顕
彰
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

富
士
川
勝
ら
と
共
に
日
本
医
史
学
会
の
創
設
の
恩
人
と
し
て
、
呉
秀
三
の
顕
彰
事
業
が
呉
市
医
師
会
、
広
島
県
医
師
会
で
、
昭
和
五
十
四
年

に
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
先
哲
に
対
す
る
頌
徳
事
業
が
昭
和
の
晩
年
に
次
禽
と
行
わ
れ
、
先
人
達
の
業
績
が
不
滅
の
も
の
と
し
て
残
る
よ
う

式
典
に
は
、
全
国
か
ら
の
医
史
会
員
も
多
数
参
列
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
難
く
、
有
難
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

私
自
身
の
象
で
な
く
、
田
部
浩
先
生
の
教
え
を
受
け
た
友
も
臨
床
科
目
選
択
時
に
は
、
こ
の
話
が
方
向
を
決
定
づ
け
た
と
い
う
。

拙
著
『
広
島
医
人
伝
』
を
寄
贈
し
て
、
嬉
し
か
っ
た
思
い
出
は
数
々
あ
る
が
、
そ
の
中
に
医
学
部
教
授
が
講
義
の
中
へ
、
土
生
玄
碩
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
引
用
し
〃
人
生
は
一
生
を
通
じ
て
稽
古
だ
″
を
学
生
達
へ
話
す
こ
と
に
し
て
い
る
と
の
書
評
を
受
取
っ
た
時
、
私
の
往
年
の
経
験
を

思
い
出
し
、
受
講
し
た
学
生
の
夢
と
行
動
が
結
実
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

顕
彰
碑
建
立
と
し
て
、
吉
益
東
洞
に
関
し
て
は
広
島
医
師
会
館
前
庭
と
、
日
本
東
洋
医
学
会
は
広
島
市
寺
町
報
專
坊
に
あ
る
。
富
士
川
溝
に

関
し
て
は
出
生
地
、
広
島
市
安
古
市
町
長
楽
寺
と
今
一
つ
は
広
島
大
学
医
学
部
基
礎
棟
に
、
撰
文
は
夫
々
、
佐
藤
美
實
、
西
丸
和
義
に
よ
り
立

派
な
も
の
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

頌
徳
事
業
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
記
念
植
樹
も
一
般
的
で
あ
る
。
富
士
川
勝
事
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
た
山
桃
の
木
が
東
洞
碑
に
寄

り
添
う
よ
う
に
、
安
佐
地
区
医
師
会
の
手
で
植
え
ら
れ
て
い
る
。

第
八
七
回
日
本
医
史
学
会
広
島
開
催
と
芸
備
医
学
会
創
立
九
○
年
を
記
念
し
て
、
会
長
で
あ
り
広
大
耳
鼻
咽
喉
科
原
田
康
夫
教
授
は
、
知
人

で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
・
ア
テ
ネ
大
学
教
授
の
斡
旋
で
、
コ
ス
島
か
ら
は
る
ば
る
と
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
（
す
ず
か
け
の
苗
木
）
を
送
っ
て
も
ら
い
、

に
、
夫
之
の
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

顕
彰
事
業
と
の
か
か
わ
り
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広
大
医
学
部
と
医
師
会
館
庭
に
植
樹
し
た
。
そ
れ
ら
は
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、
青
々
と
し

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

・
蝿
、
咽

剖
、
小

Ｍ
側
て
生
長
し
て
、
顕
彰
の
精
神
を
具
象
化
さ
せ
て
く
れ
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

Ｊ
ｗ
ｗ

ｑ
）
Ⅸ
ｅ
Ｕ

ｕ
ｌ
１
ｆ

ａ
恥
ｈ

記
念
誌
の
刊
行
は
、
ま
た
後
世
に
残
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
吉
益
東
洞
顕
彰
の
時
は
、
こ

・
皿
，
咽
Ｐ
Ⅲ
ｕ

ｑ
ｎ
、
皿
ａ
、
“
、

迩
撫
》
鯏
州
州
の
事
業
賛
同
の
醸
金
者
に
、
富
士
川
淋
著
『
芸
備
医
志
』
を
復
刻
し
、
配
布
し
た
し
、
行
事
式

吋
辮
梱
叩
鰄
小
《
典
当
日
に
は
『
吉
益
東
洞
顕
彰
記
』
と
そ
の
英
文
版
で
あ
る
《
６
○
日
ｇ
①
日
。
§
旨
旨
・
崗
弓
ｏ
ｇ
。

ｆ
露
酬
唖
錘
醐
祀
跳
園
。
吾
冒
脚
員
》
を
頒
布
し
た
。
こ
れ
ら
は
芸
備
医
学
会
刊
「
東
洞
全
集
』
と
は
違
い
、
同
者
は

叩
岬
獅
》
恥
岬
恥
い
ぶ

．
、
和
郎
Ｐ

剛
和
醒
二
四
頁
、
後
者
は
一
六
頁
の
ご
く
薄
っ
・
へ
ら
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
英
文
抄
録
の
ょ

誠
加
恥
・
唖
Ｓ
把
川

唖
撫
翻
恥
ｋ
邸
う
な
小
冊
子
は
意
外
な
所
で
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

ｎ
比

刺
Ⅷ
唖

”
冗
鋤
・
咽
印
罹

昭
和
五
十
一
年
、
メ
キ
シ
コ
市
で
第
八
回
の
国
際
産
婦
人
科
学
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
際
、

Ｏ
賊
睡
零
“

戸
』
Ｔ
虻
訓
祁語叩”

つ
い
で
に
ス
ペ
イ
ン
侵
攻
前
の
メ
キ
シ
コ
医
史
を
調
べ
た
い
と
い
う
希
望
を
事
務
局
長
胃
．
Ｏ

Ａ
寸
Ｊ
ｐ

冒
Ｃ
Ｑ
凋
①
『
に
申
入
れ
を
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
要
望
を
快
く
聞
き
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
日
系
婦
人
の
事
務
員
を
つ
け
、
メ
キ
シ
コ
ア
カ
デ
ミ

ー
総
長
口
髭
．
豊
く
の
鞆
言
③
犀
①
具
に
会
う
よ
う
手
配
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
た
い
へ
ん
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
っ
た
。
総
長
は
メ
キ
シ
コ
ア
カ
デ
ミ

ー
沿
革
史
を
私
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
流
の
壁
画
が
飾
ら
れ
、
学
会
に
貢
献
し
た
多
く
の
学
者
の
胸
像
が
立
並
ぶ
ホ
ー
ル
を
案
内
さ

れ
て
説
明
が
あ
っ
た
。

別
れ
る
際
に
、
総
長
か
ら
私
は
、
こ
の
会
場
に
来
て
何
が
も
っ
と
も
印
象
的
で
あ
っ
た
か
と
の
質
問
を
受
け
た
。

私
は
学
会
場
と
な
っ
た
９
回
言
。
旨
の
＆
８
ｚ
農
○
国
匙
の
入
口
の
両
脇
に
見
上
げ
る
ほ
ど
の
大
き
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
向
っ
て
左
に
閏
弓
。
ｎ
国
胃
い
、
右
に
国
凶
８
が
会
場
広
場
を
圧
し
て
来
場
者
を
迎
え
て
い
る
。
正
に
堂
を
た
る
景
観
で
あ
る
。

医
学
と
哲
学
の
合
体
調
和
の
理
想
を
掲
げ
た
こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
メ
キ
シ
コ
医
学
の
理
念
で
あ
る
事
を
知
り
、
深
い
感
銘
を
受
け
た
、
と
返
事

を
申
し
上
げ
、
少
々
お
粗
末
で
は
あ
っ
た
が
、
吉
益
東
洞
記
念
誌
の
英
文
版
を
総
長
に
差
し
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。
日
本
語
版
で
あ
れ
ば
、
内
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容
の
理
解
は
お
そ
ら
く
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
表
題
と
あ
と
が
き
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
学
問
の
世
界
も
空
間
的
に
グ
ロ
ー
蕊
ハ
ル
と
な
り
、
時
間
的
に
は
縮
少
が
ま
す
ま
す
加
速
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
学
問
を
通
じ
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
は
、
表
現
の
普
遍
性
を
も
た
な
い
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
孤
立
し
、
や
が
て
は
と
り
残
さ
れ
る
運
命

に
あ
る
。
情
報
化
文
化
社
会
に
あ
っ
て
も
、
若
き
外
人
研
究
者
は
日
本
語
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
強
い
し
、
学
問
に
は
国
境
が
な
い
だ
け
に
、
学

術
の
世
界
は
、
そ
の
発
表
方
法
は
欧
文
併
用
で
な
い
と
、
い
か
に
邦
文
論
文
が
秀
れ
て
い
て
も
、
真
価
は
理
解
さ
れ
ず
自
己
陶
酔
の
感
は
免
れ

な
い
。
世
界
的
に
高
名
な
日
本
の
医
師
達
は
、
そ
の
研
究
発
表
歴
を
み
れ
ば
、
邦
文
発
表
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
欧
文
形
式
の
発
表
を
念
頭
に

な
い
。
世
界
的
に
高
名
な
日
圭

置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
四
十
四
年
二
月
、
富
士
川
勝
は
己
月
旦
目
で
の
万
国
衛
生
博
覧
会
で
侭
昌
国
①
？
“
。
亘
。
言
の
号
埼
巨
①
９
Ｎ
盲
目
．
盲
冨
昌
と
題
し
て
日
本

紹
介
を
し
、
万
丈
の
気
を
吐
い
て
い
る
。
去
る
昭
和
六
十
一
年
の
弘
前
で
の
学
会
で
、
国
風
ｇ
侭
大
学
の
毘
乏
凹
己
牙
昌
①
局
は
、
本
書
を
持

参
し
、
参
考
に
し
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。

富
士
川
勝
顕
彰
の
際
に
発
行
し
た
記
念
誌
と
し
て
は
『
富
士
川
勝
先
生
』
が
昭
和
二
十
九
年
に
同
刊
行
会
か
ら
二
四
四
頁
で
す
で
に
刊
行
さ

れ
て
い
て
、
昭
和
五
十
年
に
富
士
川
塀
顕
彰
会
が
頒
布
し
た
『
富
士
川
勝
先
生
』
は
、
前
者
を
さ
ら
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
化
さ
せ
て
、
わ
ず
か
一

六
頁
の
内
容
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
年
十
一
月
に
は
、
富
士
川
勝
の
地
元
で
あ
る
安
佐
地
区
医
師
会
史
に
は
、
そ
の
第
二
篇
第
一
二
章
第
一
○
節

に
、
二
九
頁
に
わ
た
り
富
士
川
勝
顕
彰
事
業
の
項
を
設
け
事
業
の
顛
末
・
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

同
顕
彰
会
で
は
、
広
島
大
学
医
学
部
と
の
協
議
で
、
瀞
の
選
集
を
記
念
出
版
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
構
想
は
富
士

川
英
郎
先
生
が
前
々
か
ら
温
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
具
体
化
は
今
日
私
達
が
活
用
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
「
富
士
川
溝
著
述
集
」
十
巻
が
思
文
閻

か
ら
昭
和
五
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

呉
秀
三
顕
彰
に
関
し
て
の
記
念
誌
は
諺
昭
和
五
十
六
年
広
島
県
医
師
会
か
ら
発
行
さ
れ
、
野
間
祐
輔
氏
編
集
で
一
三
三
頁
の
内
容
か
ら
な

り
、
秀
三
に
関
し
て
多
面
的
な
展
望
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
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願
い
た
い
。

吉
益
東
洞
顕
彰
時
で
は
、
高
さ
二
十
六
糎
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
再
作
製
さ
れ
、
こ
れ
は
医
師
会
館
講
堂
入
口
、
応
接
室
を
飾
り
、
ま
た
希
望
者

に
頒
布
さ
れ
た
。
呉
秀
三
の
ブ
ロ
ン
ズ
胸
像
は
、
医
学
文
化
館
所
蔵
の
も
の
が
複
製
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
一
日
に
そ
の
除
幕
式
を

挙
行
し
た
。
ロ
ビ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
秀
三
関
係
の
資
料
も
収
め
ら
れ
、
来
館
者
の
注
目
を
あ
び
て
い
る
。

吉
益
東
洞
、
富
士
川
勝
、
呉
秀
三
の
三
先
哲
像
は
、
す
で
に
医
師
会
館
会
議
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
の
秋
に
は
、

新
た
に
永
井
潜
と
呉
建
の
二
名
の
そ
れ
が
追
加
さ
れ
、
壁
面
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

私
と
医
学
史
と
の
か
か
わ
り
は
、
広
島
地
区
の
顕
彰
活
動
紹
介
と
な
り
、
最
近
の
動
向
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ご
諒
解
を

以
上
の
よ
う
に
記
念
誌
の
発
行
の
み
な
ら
ず
、
顕
彰
事
業
の
企
画
・
進
行
が
あ
れ
ば
、
そ
の
度
毎
に
部
内
的
に
は
医
師
会
速
報
で
反
復
情
報

提
供
が
あ
り
、
関
心
の
薄
い
医
師
達
に
も
啓
蒙
効
果
を
与
え
て
き
た
。

胸
像
・
ブ
ロ
ン
ズ
像
・
肖
像
な
ど
の
作
製
に
つ
い
て

（
広
島
県
廿
日
市
市
）

（84） 448


